
事業前 事業後

河床低下を抑えて
河川構造物を守ります

よ く わ か る 公 共 事 業令和

7
年度 事業継続中

政策1 災害レジリエンスNo.1の実現

河川構造物の被害リスク及び河川環境の悪化を軽減するため

・河床が下がっているので、大雨の時に護岸が崩れないか心配です。（地元住民）
・様々な生物が生息できる環境にしてほしい。(地元住民)

地元
の声

◆ 河床低下対策を実施し、河床高を回復させ、河川構造物の
安全性を確保します。

◆ 様々な生物の生息に配慮した対策を実施し、生息環境を
確保します。

◆ 河床低下が進行し、河川構造物が流出する等の被害
が発生するおそれがあります。

◆ 河床低下が進行し、軟岩があちこちで露出しており
様々な生物の生息環境が減少しています。

事業の進捗状況（令和7年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業位置
安中市

今、何をしているか

令和７年度は特に河床低下が進んでいる➅箇所の
対策工事を実施します。

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か
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事業箇所(9箇所)

河床低下対策区間(22km)
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完了箇所 R７実施箇所 R８以降実施箇所

対策箇所

河床低下状況

護岸基礎露出

成果を示す項目 実施前

河床低下対策必要箇所 ９箇所

実施後（目標）

０箇所

事業の概要

■ 事業箇所：安中市原市～松井田町横川
■ 事業内容：河床低下対策９箇所
■ 事業期間：平成２９年度～

霧積ダム

坂本ダム

中木ダム

軟岩露出
事業前の状況 事業後のイメージ

安中市役所
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松井田妙義IC

横川SA
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